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（－  Zelfevaluatie Basisonderwijs<初等教育の自己評価>の意）。以下、ZEBO）プロ
ジェクトと学校評価のツールとして最もシェアが高いツールである WMK（－  












― 1 ― 
この子どもの学習達成度を測定する中央最終試験の前身とされる Cito（－Centraal 
Instituut voor Toetsontwikkeling（<テスト開発中央機関の意>。  以下 Cito）テストを






Samenwerkingsverband van Organisaties voor Onderwijsvernieuwing.,以下
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(Nederlandse Dalton Vereniging; )が実施している「訪問視察」と「相互評価的なシス
テム」を検討して、学校の自律性や多様性を尊重する学校評価の核心は、学校自ら
が実施する質の自主管理にあると考察している点である。  
 なお、本論文については、なお検討すべき課題も指摘された。例えば、学校にお  
ける質の自主管理の信頼性や客観性がどのように担保されているのか、自己評価ツ






― 3 ― 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
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